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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第31期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（千円） 758,487 9,027,808

経常利益又は経常損失(△)

（千円）
△68,305 426,229

四半期（当期）純利益（千円） 31,335 479,804

純資産額（千円） 2,580,961 2,549,665

総資産額（千円） 2,920,390 5,554,489

１株当たり純資産額（円） 66.95 66.13

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
0.81 12.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ 12.54

自己資本比率（％） 87.7 45.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△981,885 1,268,545

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△225,613 △105,622

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△38 △339

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
1,561,095 2,768,633

従業員数（人） 14 15

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３．第32期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果

を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 14 (3)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 13 (3)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

　当第１四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
  至　平成20年６月30日）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 311,502

アミューズメント事業　　　（千円） 313,054

コンサルティング事業　　　（千円） 13,163

　合　　計　　　（千円） 637,720

　（注）１．金額は仕入価格で表示しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）販売実績

　当第１四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

コンテンツ事業　　　　　　（千円） 362,432

アミューズメント事業　　　（千円） 365,670

コンサルティング事業　　　（千円） 30,384

　合　　計　　　（千円） 758,487

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　 　 ２．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。　

相手先

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

金額（千円） 割合（％）

　株式会社　東プロ 254,130 33.5

　株式会社　三共プランニング 253,524 33.4

　株式会社　三共 56,803 7.5

　　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（1）業績の状況　

　当第１四半期における日本経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市場の不安感が増大している

なか、原油価格の高騰が一部消費者物価の上昇などに拍車を掛け個人消費に悪影響を及ぼすなど経済社会全体として

は景気の減速感が強まる状況のまま推移しました。

　このような経済情勢の中、当社グループは国内外の優良コンテンツを利用したアミューズメント遊技機への商品化

事業、パチンコ・パチスロ遊技機のアミューズメント施設用メダルゲーム機への転用事業に積極的な販売活動を展開

いたしました。　

　当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高につきましては758百万円となり、損益につきましては、アニメ制作にお

けるコンテンツ版権勘定償却額等販売費及び一般管理費192百万円を計上したため、営業損失71百万円、経常損失68百

万円となりましたが、売掛金の回収が進んだことによる前連結会計年度末に計上した貸倒引当金の戻入額101百万円

などにより四半期純利益31百万円となりました。

  事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

　①　コンテンツ事業

　当第１四半期のコンテンツ事業につきましては、パチンコ・パチスロ遊技機の広告宣伝等が好調に推移いたしまし

たが、利益率に高い商品化事業については成立案件はありませんでした。また連結子会社である㈱ユー・エンターテ

インメントにつきましては、第２四半期より売上を見込んでいるため、当第１四半期につきましては売上は計上して

おりません。

　この結果、売上高は362百万円、営業利益は0百万円となりました。

 　②　アミューズメント事業

   当第１四半期のアミューズメント事業につきましては、アミューズメント施設用メダルゲーム機への転用事業が　

　　好調に推移いたしました。

この結果、売上高は365百万円、営業利益は43百万円となりました。

　 ③　コンサルティング事業

　 当第１四半期のコンサルティング事業につきましては、「アミューズメントショッピングエリア事業」を積極的に

推進してまいりましたが、パチンコ営業店等の遊技業界を取巻く現況は引き続き厳しい状況で推移しており、新規コ

ンサルティング受託店舗数が伸び悩む結果となりました。

この結果、売上高30百万円、営業損失3百万円となりました。  

　上記の金額には総務部門等管理部門に係る配賦不能営業費用は含んでおりません。

　（2）財政状態の分析

　資産、負債及び純資産の状況

（資産）

  当第１四半期末における総資産は、2,920百万円（前連結会計年度末は5,554百万円）となり、2,634百万円減少いた

しました。減少の主な要因は現金及び預金の減少（2,768百万円から1,561百万円へ1,207百万円減）や、受取手形及び

売掛金の減少（2,030百万円から71百万円へ1,959百万円減）であります。

（負債）

  当第１四半期末における負債は、339百万円（前連結会計年度末は3,004百万円）となり、2,665百万円減少いたし

ました。減少の主な要因は支払手形及び買掛金の減少（2,784百万円から75百万円へ2,709百万円減）であります。

（純資産）

  当第１四半期末における純資産は2,580百万円（前連結会計年度末は2,549百万円）となり、31百万円増加いたし

ました。増加の主な要因は、四半期純利益を計上したことによる利益剰余金の増加（△2,273百万円から△2,242百万

円へ31百万円増）であり、自己資本比率は87.7％となりました。

（3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は1,561百万円となり、前連結会計年度末と比較して

 1,207百万円の減少となりました。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果使用した資金は、981百万円となりました。

これは税金等調整前当期純利益（31百万円）の計上、貸倒引当金の減少（△101百万円）、仕入債務の減少（△

2,709百万円）、売上債権の減少（1,959百万円）等の要因によるものです。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は、225百万円となりました。

 これは主に貸付による支出（232百万円）等の要因によるものです。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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  財務活動の結果使用した資金は、0百万円となりました。

　 これは自己株式の取得による支出（0百万円）によるものです。　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　当第１四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

（5）研究開発活動

　　　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な

変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 71,000,000

計 71,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 38,363,220 38,363,220 ジャスダック証券取引所 －

計 38,363,220 38,363,220 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成20年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

　　　　行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　　（平成18年６月29日定時株主総会決議）

　
当第１四半期会計期間末現在
（平成20年６月30日）

新株予約権の数（個） 600 

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ― 

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 600,000（注）１

新株予約権の行使時の払込金額（円） 197 (注）２

新株予約権の行使期間
自 平成18年８月28日

至 平成21年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発

行価格及び資本組入額（円）

発行価格：　１株当たり197

資本組入額：１株当たり 99

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには、取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

（注）１. 株式数の調整

　　　 ① 当社が新株予約権発行日以降に、株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式数を　調整

するものとします。ただし、かかる調整は新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的と

なる株式の数についてのみ行われ、調整により１株未満の端数が生じるときは、これを切り捨てるものとしま

す。

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率

　　　 ② 当社が新株予約権発行日以降に、他の会社と合併を行う場合、当社が会社分割を行う場合、その他株式数の　調整を

必要とするやむを得ない事由が生じたときは、必要と認める株式数の調整を行うものとします。
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 　  ２. 払込金額の調整

　　　 ① 発行日以降、株式の分割または併合を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生ずる１円未満

の端数は切り上げるものとします。

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

　　　 ② 発行日以降、当社が時価を下回る価格で新株式を発行する場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により

生ずる１円未満の端数は切り上げるものとします。

    
既発行株式数 ＋

新発行・処分株式数 × １株当たり発行・処分価額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
時価

既発行株式数 ＋ 新発行・処分株式数

　　　 ③ 発行日以降、当社が他の会社と合併を行う場合、当社が会社分割を行う場合、その他行使価額の調整を必要とする

やむを得ない事由が生じたときは、必要と認める行使価額の調整を行うものとします。

 　　３. 行使の条件

　　　 ① 新株予約権者は、新株予約権の行使時において、当社の顧問の地位にあることを要するものとします。但し、当社取

締役会が正当な理由があると認めた場合はこの限りでありません。

　　　 ② 新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分を認めないものとします。

　　　 ③ 各新株予約権の一部行使はできないものとします。

　　　 ④ 新株予約権者が新株予約権の行使期間到来後に死亡した場合、その相続人は、本新株予約権を相続することができ

るものとします。

　　　 ⑤ その他の権利行使の条件については、平成18年６月29日開催の第29回定時株主総会および平成18年８月18日開催

の取締役会決議に基づいて、当社と新株予約権者との間で締結する新株予約権割当契約に定めるところによる

ものとします。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

平成20年６月30日　
－ 38,363,220 － 2,910,916 － 1,961,297

　

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。　
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（６）【議決権の状況】

　　　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　　　記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

　　　　ます。

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 120,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 38,163,000 38,163 －

単元未満株式 普通株式 80,220 － －

発行済株式総数 38,363,220 － －

総株主の議決権 － 38,163 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式139,000株（議決権の数139個）が含ま

れております。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社コモン

ウェルス・エン

ターテインメント

東京都港区麻布十

番１－10－10
120,000 － 120,000 0.31

計 － 120,000 － 120,000 0.31

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月

最高（円） 110 138 121

最低（円） 72 90 87

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

EDINET提出書類

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント(E02899)

四半期報告書

10/22



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人ナカチによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,561,095 2,768,633

受取手形及び売掛金 71,097 2,030,496

商品 120,000 120,000

短期貸付金 384,232 185,432

仮払金 350,279 350

その他 73,482 171,799

貸倒引当金 △76,297 △177,451

流動資産合計 2,483,889 5,099,258

固定資産

有形固定資産 ※1
 35,903

※1
 23,387

無形固定資産 43,379 68,582

投資その他の資産

長期貸付金 1,357,224 1,357,224

敷金及び保証金 374,604 380,604

その他 238,003 238,045

貸倒引当金 △1,612,614 △1,612,614

投資その他の資産合計 357,218 363,260

固定資産合計 436,501 455,230

資産合計 2,920,390 5,554,489

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 75,495 2,784,673

未払法人税等 3,003 12,001

引当金 3,811 12,794

その他 194,756 132,369

流動負債合計 277,065 2,941,839

固定負債

引当金 6,318 6,811

その他 56,044 56,173

固定負債合計 62,363 62,984

負債合計 339,429 3,004,824
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 2,910,916 2,910,916

資本剰余金 1,961,297 1,961,297

利益剰余金 △2,242,609 △2,273,944

自己株式 △69,185 △69,146

株主資本合計 2,560,419 2,529,122

新株予約権 20,542 20,542

純資産合計 2,580,961 2,549,665

負債純資産合計 2,920,390 5,554,489
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 758,487

売上原価 637,720

売上総利益 120,767

販売費及び一般管理費 ※1
 192,017

営業損失（△） △71,250

営業外収益

受取利息 2,518

その他 434

営業外収益合計 2,953

営業外費用

その他 8

営業外費用合計 8

経常損失（△） △68,305

特別利益

前期損益修正益 14,344

貸倒引当金戻入額 101,153

その他 3,006

特別利益合計 118,505

特別損失

固定資産除却損 18,516

特別損失合計 18,516

税金等調整前四半期純利益 31,682

法人税、住民税及び事業税 347

法人税等合計 347

四半期純利益 31,335
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 31,682

減価償却費 1,825

コンテンツ版権勘定償却額 25,157

貸倒引当金の増減額（△は減少） △101,153

固定資産除却損 18,516

売上債権の増減額（△は増加） 1,959,398

その他の流動資産の増減額（△は増加） △252,245

仕入債務の増減額（△は減少） △2,709,161

その他の流動負債の増減額（△は減少） 54,326

その他 △9,187

小計 △980,840

利息及び配当金の受取額 240

法人税等の支払額 △1,285

営業活動によるキャッシュ・フロー △981,885

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △32,813

貸付けによる支出 △232,000

貸付金の回収による収入 33,200

敷金及び保証金の回収による収入 6,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △225,613

財務活動によるキャッシュ・フロー

その他 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △38

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,207,537

現金及び現金同等物の期首残高 2,768,633

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,561,095
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

　　会計処理基準に関する事項

の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来個別法による原価法によっ

ておりましたが、当第１四半期連結会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基

準」（企業会計基準第９号　平成18年７月

５日）が適用されたことに伴い、個別法に

よる原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。なお、この

変更による営業損失、経常損失及び税金等

調整前四半期純利益に与える影響はあり

ません。

【簡便な会計処理】

　　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、13,255千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、30,736千円であり

ます。

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 ※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額

は次の通りであります。

 賞与引当金繰入額 3,811千円 

 退職給付費用 598千円 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成20年６月30日現在）

現金及び預金期末残高 1,561,095千円

預入期間が３ヵ月を超える定

期預金
－千円

現金及び現金同等物 1,561,095千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　38,363千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　   　120千株

　

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　親会社　20,542千円

　

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月1日　至平成20年６月30日）　

　
コンテンツ
事業
（千円）

アミューズ
メント事業
（千円）

コンサルテ
ィング事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全
社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 362,432 365,670 30,384 758,487 － 758,487

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 362,432 365,670 30,384 758,487 － 758,487

営業利益（又は営業損失） 750 43,431 △3,000 41,181 △112,431 △71,250

　（注）１．事業区分は、事業の種類・性質の類似性等により区分しております。

２．各事業の主要なサービス

事業区分 主要なサービス

コンテンツ事業 肖像権・著作権等の版権管理業務、権利活動に付帯する広告宣伝・媒体業務　

アミューズメント事業
遊技機転用業務（パチンコ・パチスロ機をアミューズメント施設に転用する業

務）

コンサルティング事業
ぱちんこ営業店への景品供給、仕入、陳列交換等に係る企画運営のコンサルティン

グ業務　

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月1日　至平成20年６月30日）　

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自平成20年４月1日　至平成20年６月30日）　

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

該当事項はありません。　

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 66.95円 １株当たり純資産額 66.13円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 0.81円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（千円） 31,335

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 31,335

期中平均株式数（千株） 38,242

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　－

（重要な後発事象）

 　該当事項はありません。
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２【その他】

① 決算日後の状況

当社は特記事項はありません。

② 訴訟

 当社は、コンテンツ事業において著名な漫画家松本零士氏原作の「大ヤマト」作品の映画の著作権を、株

式会社三共及びビスティ株式会社に対し、パチンコ遊技機への商品化を平成16年４月の商品化許諾契約を

いたしました。両社が「CRフィーバー大ヤマト」として遊技機を商品化、製造・販売しておりましたとこ

ろ、平成16年７月、「大ヤマト」作品が、株式会社東北新社が映画の著作権を有すると主張する「宇宙戦艦

ヤマト」作品の著作権を侵害するもとして、株式会社東北新社を原告、株式会社三共、ビスティ株式会社及

び、当社が商品化につき両社に再許諾をする前提で許諾を受けた株式会社アニメーションソフトの三社を

被告として、総額622,166千円の損害賠償請求が東京地方裁判所に提起されました。

 このような状況において、株式会社アニメーションソフトは、平成18年６月19日同社の定時株主総会にお

いて解散決議を行い清算会社となりました。同社は、訴訟を維持することが事実上その資力において困難と

なり、当社は、株式会社三共及びビスティ株式会社に対して「大ヤマト」の商品化を上記契約によって直接

許諾している以上、万一、被告が敗訴した場合には、その賠償を求償されうる地位にあります。従いまして、

当社は、同社に代わって訴訟を維持し、控訴審においても勝訴判決を得ることは、直接、間接に当社の経済的

利益に繋がるものと判断、再度被告勝訴判決を得ることを目的として、主に弁護士費用を訴訟費用として負

担しております。

 この訴訟は、平成18年12月27日東京地方裁判所によって被告全面勝訴の判決が言い渡されましたが、原告

が同判決を不服として平成19年１月５日東京高等裁判所に控訴したため、現在も控訴審が同裁判所におい

て係属中であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月14日

株式会社コモンウェルス・エンターテインメント

取締役会　御中

監査法人ナカチ

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 平田　　卓　　印

 業務執行社員  公認会計士 吉永　康樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コモンウェ

ルス・エンターテインメントの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コモンウェルス・エンターテインメント及び連結子会社の平成

20年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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